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鹿児島県の肉用鶏農場で高病原性鳥インフルエンザ発生！
（国内家きん１５例目）

所在地：鹿児島県霧島市

飼養状況：約１０万羽（肉用鶏）

経緯：

（１）１２月１９日(木)

当該農場から死亡羽数増加の通報

（２）同日

鳥インフルエンザの簡易検査陽性を確認

（３）１２月２０日（金）

遺伝子検査の結果、高病原性鳥インフルエンザ
の疑似患畜であることを確認

（参考）農林水産省HP（令和６年１２月２０日）
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（鳥インフルエンザ防疫対策緊急全国会議資料より抜粋）

20万羽以上の農場における衛生対策実施状況調査結果
〇調査対象
飼養羽数20万羽以上の農場（全国286農場）を調査。
〇結果
【実施率が比較的高い点検項目】
 モニター等の点検補修
 鶏舎開口部対策（集卵・除糞ベルト等）
 野鳥誘引防止対策（農場内の樹木伐採等）
【実施率が比較的低い点検項目】
 入気口フィルターの設置
 細霧装置の設置
 ため池対策（テグス・水抜き等）
 鶏舎屋根へのテグス設置

ため池のテグス（一部強調）

⇒鶏舎の構造・周辺環境を踏まえた農場ごとに必要な対策の実施をお願いします!
※飼養衛生管理基準に加え、これらの個々の状況に応じた対策が必要と考えられています。


